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豪日交流基金：プレスリリース

                                                                       　　　

日豪交流年2006記念

継続する日豪交流強化を担う「コミュニティー交流プログラム」の受賞団体に、

ベイリー中小企業・観光大臣が賞状を授与

オーストラリア政府文化機関、豪日交流基金では2006年の日豪交流年を記念して、

「コミュニティー交流プログラム」を設立いたしました。このプログラムは日本とオーストラリアの草の根団体間のネットワークと活動を、継続し強化するために企画されたプログラムで、文化、スポーツ、科学、教育、保健、環境、福祉などの各分野で活躍している非営利団体からの応募を募り、優秀なプログラムに対し助成をするというものです。

1月初旬の締め切りまでに、日本全国より計100件以上の申請を受領、厳正なる審査の結果、特に優秀なプログラム3件に対する助成を決定いたしました。

2006年1月26日（木）に東京のオーストラリア大使館にて開催された「日豪交流年2006」
記念式典にて、助成受賞団体が発表され、ベイリー豪州政府中小企業・観光大臣より各代表者へ記念の賞状の贈呈を行いました。

受賞3団体は以下の通りです。

財団法人　たんぽぽの家

障害のある人たちの自立援助を行う団体で、障害のある人たちの芸術文化活動を通じた社会参加を目指し、国内外にネットワークを広げる。受賞は障害のある人が主体的にアートや文化的な経験にアクセスできるよう、豪NPO「アクセスアート」との協働の下、「障害のある人たちの表現活動を通したコミュニティ・アクション・ネットワークの構築」プロジェクト。

ジャパンタッチ協会

日本におけるタッチラグビーの健全な発達および普及に取組む中枢機関。受賞プログラムはタッチラクビー本場のオーストラリアチームを招き、日本チームへの指導、親善試合、誰もが参加でき、地域の交流を図る「日豪タッチフェスティバル」プロジェクト。
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25年にわたり豪クィーンズランド州アイアンサイド小学校との交流活動の継続。

のべ1,142名もの児童が文化・言葉の違いを超えた交流体験し、優しさや思いやりの心を学んできた。今年7月には10回目となる５・６年生児童のオーストラリア研修を実施予定。

記念すべきプログラム設立初の受賞団体は、芸術、スポーツ、教育分野で多様なプログラムを通して草の根活動に取組んでおり、今回の助成を通じて、更なる日豪の継続する友好交流の強化を図っていきます。

「コミュニティー交流プログラム」は日豪両国で実施され、豪でも同様に日豪間の草の根交流プログラムを実施する豪非営利団体に対し、助成を行います（締め切り：2006年3月31日）。

豪日交流基金とは

豪日両国の人々の交流を促進し、相互理解を深めるための大きな目的をもって、1976年にオーストラリア政府によって設立されました。豪日交流基金はこの目的に沿って、長期的な観点から立案した各種プログラムや交流事業を展開し、最新の情報を提供しています。基金の活動方針は、オーストラリアの外務大臣に任命された理事により決定されます。事務局本部は東京のオーストラリア大使館に、またキャンベラ事務所はオーストラリア外務･貿易省内に置かれています。
現在の基金の活動は、日本におけるオーストラリアについての認識を新たにしオーストラリアと日本の相互に利益をもたらすような継続的な交流を築くことにフォーカスをおいています。

問い合わせ先：

豪日交流基金　事務局次長（コミュニケーション）

堀田満代　（TEL03-5232-4065/email:michiyo.horita@dfat.gov.au）
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